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千
頭
洋
一
議
員

平
成
八
年
に
建
設
さ
れ

た
香
北
町
美
良
布
の
市
営

上
町
住
宅
十
二
世
帯
に
対

し
て
、
条
例
で
は
十
二
台

の
駐
車
場
設
置
と
あ
る
が
、

現
況
は
七
〜
八
台
の
駐
車

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
し
か
無

く
、
今
日
ま
で
入
居
者
同

士
の
話
し
合
い
協
力
を
し

て
対
応
し
て
き
た
。
こ
の

度
、
駐
車
場
使
用
料
が
課

せ
ら
れ
る
事
と
な
り
不
足

台
数
へ
の
対
応
策
は
。
又
、

同
住
宅
へ
の
進
入
路
も
狭

く
拡
幅
の
予
定
は
無
い
か

併
せ
て
見
解
を
問
う
。

前
田
財
政
課
長

駐
車
場
の
問
題
は
、
入

居
者
の
方
々
と
段
々
に
話

し
合
い
を
し
て
き
た
結
果
、

①

敷
地
内
に
は
普
通
自

動
車
が
止
め
ら
れ
る
範
囲

内
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
線

引
き
を
し
直
す
。

②

団
地
敷
地
に
十
二
台

分
の
ス
ペ
ー
ス
は
無
い
の

で
、
敷
地
内
に
置
け
な
い

台
数
は
、
近
く
に
あ
る
市

有
地
に
駐
車
場
を
整
備
し

置
い
て
も
ら
う
。

③

自
動
車
を
２
台
以
上

所
有
し
て
い
る
入
居
者
の

方
は
、
２
台
目
の
駐
車
場

は
各
自
の
責
任
で
確
保
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
て
、

今
議
会
に
必
要
経
費
を
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

な
お
、
進
入
路
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
確
か
に
狭

隘
で
は
あ
る
が
、
現
時
点

で
は
、
拡
幅
の
計
画
は
な

い
。

千
頭
洋
一
議
員

中
山
間
地
域
の
農
業
経

営
は
、
高
齢
者
・
女
子
労

働
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
国
は
、
大
規
模
農
家

を
主
体
に
優
遇
政
策
が
な

さ
れ
、
中
山
間
零
細
農
家

は
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

農
作
物
の
価
格
低
迷
、

超
高
齢
化
・
後
継
者
不
足

等
に
よ
り
農
業
経
営
の
維

持
・
継
続
が
憂
慮
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の

中
山
間
農
業
振
興
対
策
・

助
成
支
援
策
等
の
現
状
認

識
と
見
解
を
問
う
。

宮
地
農
政
課
長

山
間
地
や
中
山
間
地
、

ま
た
、
農
業
生
産
力
の
差

は
あ
っ
て
も
平
地
部
も
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
は
地

域
農
業
衰
退
の
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
特
に
、
零
細

農
家
は
山
間
地
に
集
中
し
、

高
齢
化
が
進
み
投
資
余
力

も
減
退
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
今
ま
で
も
各

地
域
に
お
い
て
特
色
の
あ

る
振
興
事
業
を
推
進
し
、

そ
の
継
続
や
効
果
あ
る
事

業
を
提
案
し
進
め
て
き
た

が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る

と
、
集
落
機
能
自
体
、
存

続
が
危
惧
さ
れ
る
な
ど
他

集
落
も
同
様
の
現
状
と
認

識
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
農
業

の
維
持
継
続
を
図
る
た
め
、

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
な
ど
の
助
成
支
援
の
活

用
継
続
や
地
域
の
実
態
に

即
し
た
営
農
組
織
の
育
成

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
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有
元
和
哉
議
員

九
月
の
市
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
裁
決
と
ま

っ
た
く
逆
の
結
果
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
一
票
の
重
み

を
重
視
し
、
無
効
で
は
な

く
、
な
る
べ
く
有
効
と
す

る
市
民
の
意
思
を
尊
重
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
職

選
挙
法
第
六
七
条

『

投
票

の
効
力
は
開
票
立
会
人
の

意
見
を
聞
き
開
票
管
理
者

が
決
定』

と
あ
る
が
、
開

票
時
に
各
候
補
者
か
ら
出

依
光
美
代
子
議
員

防
災
対
策
を
早
急
に
、

再
点
検
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

①

庁
舎
被
災
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
は
出
来
て

い
る
の
か
。

②

市
長
に
代
わ
る
第
二
、

第
三
の
指
揮
者
の
設
定
。

③

地
震
発
生
時
、
何
人

職
員
が
集
合
で
き
る
か
。

④

情
報
伝
達
の
困
難
な

地
域
の
把
握
と
、
そ
の
地

域
へ
の
伝
達
手
段
は
。

⑤

市
長
は
衛
星
携
帯
電

話
を
備
え
る
べ
き
で
な
い

か
。

⑥

早
急
に
防
災
計
画
を
。

田
中
防
災
対
策
課
長

①

庁
舎
の
被
災
も
危
惧

さ
れ
る
中
、
耐
震
強
化
も

い
る
が
、
施
設
が
整
う
ま

で
、
日
ご
ろ
の
危
機
管
理

を
含
め
、
庁
舎
付
近
の
安

全
な
場
所
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

②

災
害
対
策
基
本
法
に

よ
り
、
本
部
長
は
市
長
と

し
、
副
本
部
長
に
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
を
充
て
、

副
本
部
長
に
事
故
が
あ
る

場
合
は
防
災
主
管
課
長
が

代
行
す
る
。

③

災
害
時
の
居
場
所
や

状
況
に
よ
り
、
自
身
の
安

全
と
周
辺
の
状
態
を
判
断

し
て
の
登
庁
と
な
り
、
概

ね
全
員
の
集
合
を
想
定
し

て
い
る
が
、
職
員
の
集
合

人
員
は
把
握
で
き
な
い
。

④

現
在
携
帯
電
話
が
通

信
で
き
な
い
地
域
は
三
箇

所
把
握
し
て
お
り
、
衛
星

携
帯
電
話
の
設
置
を
計
画

し
て
い
る
。

⑤

災
害
時
等
連
絡
体
制

に
お
い
て
、
衛
星
携
帯
電

話
、
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
等
計
画
を
し
て
い
る
。

⑥

地
域
防
災
計
画
の
策

定
は
見
直
し
も
含
め
緊
急

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

依
光
美
代
子
議
員

来
年
四
月
、
小
学
校
の

全
児
童
対
象
に
、
放
課
後

か
ら
六
時
頃
ま
で
、
空
き

教
室
や
体
育
館
、
校
庭
を

利
用
し
て
児
童
が
学
校
で

安
心
し
て
過
ご
せ
る
様
に
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の

サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験
・

交
流
活
動
な
ど
を
行
う

｢

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン｣

が
始
ま
る
と
聞
く
。

地
方
交
付
金
と
し
て
予

算
措
置
が
あ
る
。

本
市
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

原
教
育
長

｢

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン｣

は
、
厚
生
労
働
省
の

｢

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ｣

と
文
部
科
学
省
の

｢

放
課

後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業｣

を
一
体
的
あ
る
い
は
連
携

し
て
実
施
す
る
と
し
、
予

算
要
求
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
小
学
校
に
は
、

現
在

｢

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ｣

は
七
ク
ラ
ブ
あ
り
、

約
三
百
人
の
児
童
が
安
全

で
健
や
か
な
生
活
を
送
る

目
的
で
通
っ
て
い
る
。

ま
た
、｢

放
課
後
子
ど

も
教
室
推
進
事
業｣

は
、

公
民
館
活
動
と
し
て
ケ
ー

キ
づ
く
り
や
将
棋
ク
ラ
ブ
、

交
流
キ
ャ
ン
プ
等
を
実
施

し
て
い
る
。
現
時
点
で
は

二
つ
の
事
業
の
課
題
を
克

服
し
充
実
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

質
問
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
余
裕
教
室
の
あ
る
小

学
校
も
な
い
の
で
取
り
組

む
方
向
で
は
な
い
。
今
後

は
、
事
業
説
明
も
参
考
に

し
な
が
ら
学
校
諸
施
設
の

活
用
を
、
ど
こ
か
一
校
か

ら
で
も
進
め
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
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さ
れ
た
立
会
人
の
意
見
を

聞
く
こ
と
は
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
同
じ
様
な
場

合
に
備
え
、
ど
の
よ
う
な

基
準
を
設
け
、
対
応
を
行

う
の
か
を
問
う
。

松
尾
選
挙
管
理
委
員
長

投
票
の
有
効
、
無
効
に

つ
い
て
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
て
判
断
し
て
い
る

が
、
法
律
の
解
釈
も
各
種

選
挙
で
は
判
断
の
わ
か
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
香
美

市
選
管
と
し
て
は
一
番
現

場
に
近
い
様
々
な
状
況
も

検
討
し
て
判
断
し
た
も
の

で
あ
る
。

当
日
の
開
票
で
は
立
会

人
か
ら
有
効
、
無
効
に
つ

い
て
特
に
異
論
は
無
く
、

最
後
、
選
挙
長
が
確
定
し

た
。今

後
に
つ
い
て
は
審
判

が
確
定
す
る
か
ど
う
か
で

若
干
違
い
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
県
選
管
が
示
し

た
指
針
も
材
料
の
一
つ
と

し
て
香
美
市
選
管
で
検
討

を
す
す
め
、
新
た
な
基
準

を
作
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。

有
元
和
哉
議
員

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
か

し
た
先
進
自
治
体
、
旧
香

北
町
の
考
え
方
や
方
針
は
、

現
在
の
本
市
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
を
問
う
。

高
橋
商
工
観
光
課
長

や
な
せ
た
か
し
先
生
に

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
だ

い
た
本
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
イ
ベ
ン
ト
用
の
ぼ
り

旗
や
横
断
幕
、
土
佐
山
田

駅
構
内
の
看
板
を
は
じ
め
、

送
付
文
書
、
名
刺
等
に
使

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
合

併
記
念
事
業
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
で
も
活
躍
し
た
。

今
後
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
市
勢
要
覧
に
も
登
場

す
る
。

先
進
自
治
体
で
は
、
住

民
票
や
印
鑑
証
明
書
の
偽

造
防
止
用
に
使
用
し
た
り
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ

て
い
る
例
も
あ
る
。
旧
香

北
町
の
良
い
面
は
受
け
継

い
で
い
き
た
い
。

合
併
し
た
本
市
は
、
住

民
を
交
え
た
場
で
十
分
審

議
し
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
も
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含
め
、
龍
河
洞
や
奥
物
部
、

ま
た
自
然
を
生
か
し
た
三

町
の
特
性
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
連
携
し
て
観
光
事

業
で
活
か
し
広
く
本
市
を

宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

片
岡
守
春
議
員

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
が
全
国
的
な
広
が
り

を
見
せ
、
各
地
で
活
発
に

活
動
し
て
い
る
。
県
内
で

は
日
高
村
と
宿
毛
市
に
あ

る
。
同
事
業
の
目
的
は

｢
地
球
温
暖
化
防
止
の
推

進｣
と

｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
域
内
で
の
循
環｣

｢

ナ

タ
ネ
油
の
生
産｣

｢

廃
油

の
回
収
と
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
石
鹸
づ
く
り｣

等
で
あ
る
。
休
耕
田
を
利

用
し
て
ナ
タ
ネ
を
作
る
こ

と
で
、
農
業
の
再
生
に
も

つ
な
が
る
が
、
考
え
を
問

う
。

門
�
市
長

地
球
温
暖
化
防
止
の
推

進
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域

内
で
の
循
環
を
考
え
て

｢

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
推
進
を
と
の
提
言
で
あ

る
が
、
本
市
は
広
大
な
森

林
資
源
を
有
し
て
お
り
、

CO２
削
減
効
果
の
大
き
い
山

林
を
適
切
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
地
球
環
境
を
守
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
大
変
大
事

だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
の
農
業
は
露
地
野
菜

が
多
く
生
産
さ
れ
て
お
り
、

農
地
の
有
効
利
用
の
面
か

ら
も
行
政
と
し
て
た
だ
ち

に

｢

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
。

片
岡
守
春
議
員

今
年
八
月
よ
り
黒
土
地

区
の
市
有
地
に
政
治
団
体

の
街
宣
車
が
駐
車
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
住
民
か
ら

の
不
安
の
声
を
行
政
に
伝

え
て
き
た
。
駐
車
違
反
の

貼
り
紙
で
駐
車
を
や
め
る

よ
う
警
告
も
さ
れ
て
い
る

が
、
高
齢
者
の
多
い
地
区

で
あ
り
不
安
が
つ
の
る
ば

か
り
だ
。｢

一
日
も
早
く

退
去
さ
せ
て
ほ
し
い｣

が

住
民
の
願
い
で
あ
る
。
退

去
に
向
け
て
の
対
応
を
問

う
。

�


�
�
�
�
�
 
!

"
#
$
�
	
�
%
&
'

�
(
)
*
+
,
-

.
'
/
0
1
2
3



平成19年２月15日 香 美 市 議 会 だ よ り 第４号

9

前
田
財
政
課
長

こ
れ
ま
で
警
告
文
書
に

よ
る
対
応
に
終
始
し
て
い

た
が
、
効
果
が
な
い
の
で
、

市
有
地
を
適
正
に
管
理
す

る
た
め
に
も
、
早
急
に
柵

等
の
設
置
を
し
た
い
。

竹
内
俊
夫
議
員

昭
和
三
十
年
頃
に
開
設

さ
れ
た
幅
の
狭
い
、
急
カ
ー

ブ
の
多
い
市
道
が
あ
る
。

特
に
、
中
山
間
部
の
市

道
は
災
害
復
旧
工
事
は
さ

れ
て
い
る
が
、
カ
ー
ブ
や

幅
は
改
良
さ
れ
て
い
な
い
。

市
と
し
て
全
面
改
良
す

る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

中
井
建
設
都
計
課
長

幹
線
の
市
道
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
計
画
を
立
て

て
改
良
す
る
場
合
は
あ
る

が
、
そ
の
他
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
起
点
か
ら
終
点

ま
で
計
画
的
に
改
良
を
す

る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

改
良
の
必
要
な
箇
所
数

も
多
い
と
思
う
の
で
、
地

域
か
ら
の
要
望
に
よ
っ
て

部
分
的
な
拡
幅
改
良
や
維

持
管
理
的
な
整
備
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

竹
内
俊
夫
議
員

若
者
定
住
、
人
口
増
に

つ
な
げ
る
た
め
市
営
住
宅

を
建
て
対
応
し
て
い
る
。

市
と
し
て
住
宅
敷
地
、

駐
車
場
の
管
理
指
導
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
問
う
。

前
田
財
政
課
長

市
営
住
宅
の
管
理
は
、

原
則
と
し
て
、
土
佐
山
田

町
分
は
財
政
課
が
、
香
北

町
・
物
部
町
分
は
そ
れ
ぞ

れ
の
支
所
の
事
務
管
理
課

が
行
っ
て
い
る
。

住
宅
の
見
回
り
等
、
日

頃
か
ら
管
理
に
留
意
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚

を
し
て
い
る
。
現
実
は
日
々

の
事
務
に
忙
殺
さ
れ
て
お

り
、
な
か
な
か
十
分
な
管

理
が
で
き
て
い
な
い
の
が

実
情
だ
。

団
地
の
自
治
会
組
織
は

一
部
の
団
地
に
し
か
な
い

が
、
自
治
会
の
あ
る
団
地

は
管
理
面
で
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

将
来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
地
に
自
治
会
組
織
を
立

ち
上
げ
、
管
理
者
で
あ
る

市
と
入
居
者
と
の
連
携
で
、

住
宅
管
理
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
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岸
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じ
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関
す
る
緊
急
提
言
は
、

全
体
と
し
て
懲
罰
的
な
内

容
に
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始
し
、
そ
の
背
景

に
は
触
れ
よ
う
と
し
て
い
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な
い
。
い
ま
必
要
な
の
は
、

現
場
の
声
を
聴
く
こ
と
で

は
な
い
か
。
併
せ
、
教
師

の
多
忙
化
の
解
消
と
共
に

管
理
・
評
価
漬
け
の
学
校

運
営
は
止
め
る
べ
き
だ
。

ま
た
来
年
の
学
力
テ
ス
ト

へ
の
対
応
と
、
現
在
の
人

事
評
価
制
度
に
昇
給
査
定

を
リ
ン
ク
さ
せ
る
べ
き
で

な
い
。
見
解
を
問
う
。

原
教
育
長

｢

い
じ
め｣

に
つ
い
て

は
、
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
心
や
生
活
の
調
査
を
、

教
職
員
対
象
に
い
じ
め
を

見
抜
く
力
の
調
査
を
実
施

す
る
な
ど
早
期
発
見
、
早

期
対
応
の
指
導
体
制
を
整

備
し
た
。
最
悪
の
事
態
に

備
え
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作

成
し
て
、
教
職
員
の
研
修

を
深
め
て
い
る
。
保
護
者

へ
は
文
部
科
学
大
臣
の
お

願
い
文
と
と
も
に
市
教
委

の
体
制
を
知
ら
せ
協
力
を

要
請
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
は
、
来
年

の
四
月
に
小
学
校
六
年
生

と
中
学
校
三
年
生
に
算
数

(

数
学)

・
国
語
を
実
施
す

る
。
教
育
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
改
善
を
図
る
た

め
で
あ
り
、
公
表
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
て
当
た

り
た
い
。

教
職
員
の
人
事
評
価
制

度
を
昇
給
制
度
に
取
り
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
来

年
度
か
ら
管
理
職
に
適
用

さ
れ
る
予
定
で
、
教
育
長

の
資
質
と
指
導
力
が
問
わ

れ
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。

大
岸
眞
弓
議
員

香
美
市
会
議
員
選
挙
の

最
終
議
席
を
め
ぐ
り
、
県

の
選
管
は
、
市
選
管
の
決

定
を
覆
す
裁
決
を
し
た
。

判
断
の
統
一
基
準
が
な
い

こ
と
に
、
市
民
か
ら
疑
問

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
か
。

ま
た
、
有
効
票
が
他
候
補

の
票
に
混
入
し
て
い
た
問

題
で
は
、｢

当
落
に
関
係

な
い
の
で
訂
正
し
な
い｣

と
の
こ
と
だ
が
、
有
権
者

の
意
思
は
ど
う
な
る
の
か
。

今
回
の
事
例
を
、
今
後

に
ど
う
活
か
す
か
問
う
。

松
尾
選
挙
管
理
委
員
長

投
票
の
有
効
、
無
効
に

つ
い
て
は
公
職
選
挙
法
に

基
づ
い
て
厳
正
に
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
自
書

に
よ
る
投
票
で
は
判
断
の

分
か
れ
る
例
も
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
今
回
の
票
に

つ
い
て
、
香
美
市
選
管
と

し
て
は
色
ん
な
状
況
を
総

合
的
に
判
断
し
て
公
選
法

第
六
十
七
条
に
い
う
選
挙

人
の
意
思
が
明
白
と
は
言

え
な
い
と
し
て
開
票
ど
お

り
無
効
と
し
て
異
議
を
棄

却
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
効
票
の
混
票
に
つ
い

て
は
公
選
法
第
九
十
六
条

の
当
選
人
の
更
正
以
外
の

法
的
根
拠
が
な
い
為
、
そ

れ
だ
け
で
は
票
の
是
正
が

で
き
な
い
。
但
し
、
今
回

の
再
点
検
の
結
果
に
つ
い

て
は
広
報
で
報
告
し
、
県

選
管
の
裁
決
が
確
定
す
れ

ば
選
挙
会
を
開
き
是
正
す

る
。

今
後
の
票
の
判
断
に
つ

い
て
は
選
管
と
し
て
も
様
々

な
面
か
ら
検
討
を
加
え
、

基
準
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

ま
た
、
開
票
作
業
の
ミ
ス

が
出
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ

ム
の
点
検
を
行
う
。

授業風景 (大宮小学校)
�

�
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門
脇
二
三
夫
議
員

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
は
農
作
物
や
植
林
だ
け

で
な
く
、
剣
山
国
定
公
園

内
の
樹
木
や
笹
に
ま
で
及

ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

本
市
観
光
資
源
の
破
壊
と

山
の
崩
壊
に
繋
が
る
。
そ

こ
で
次
に
つ
い
て
問
う
。

①

国
有
林
対
策
に
つ
い

て
は
、
四
国
森
林
管
理
局

に
申
し
入
れ
を
。

②

県
の
駆
除
頭
数
見
直

し
に
伴
う
報
償
費
増
額
を
。

③

効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、
広
域
一
斉
駆
除
が

必
要
。
県
に
調
整
依
頼
を
。

小
松
林
政
課
長

国
有
林
の
有
害
獣
被
害

対
策
に
つ
い
て
は
、
規
制

の
あ
る
区
域
で
あ
り
、
国･

県
と
連
絡
・
調
整
の
上
、

対
応
策
を
共
に
検
討
す
る

必
要
性
が
あ
る
。
本
年
中

に
四
国
森
林
管
理
局
に
対

し
、
要
望
書
を
提
出
す
る

予
定
。

県
計
画
に
よ
る
捕
獲
許

可
頭
数
の
見
直
し
が
あ
っ

た
場
合
、
捕
獲
頭
数
増
大

に
よ
る
、
報
償
費
増
と
な

る
が
、
市
の
財
政
状
況
を

ふ
ま
え
、
報
償
費
の
見
直

し
も
検
討
課
題
と
す
る
。

�
�
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ま
た
、
効
果
的
な
被
害

削
減
と
個
体
数
管
理
の
た

め
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

近
隣
市
町
村
と
の
合
同
駆

除
を
目
標
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

門
脇
二
三
夫
議
員

べ
ふ
峡
は
、
春
の
新
緑
、

夏
の
登
山
、
秋
の
紅
葉
と

多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
が
、
訪
れ

る
方
か
ら
携
帯
電
話
が
通

じ
な
い
と
の
不
満
の
声
を

耳
に
す
る
。

ま
た
、
同
地
区
の
石
立

山
は
、
石
灰
岩
特
有
の
希

少
植
物
が
多
く
、
登
山
者

の
人
気
も
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
標
高
の
わ
り
に

厳
し
い
登
山
を
強
い
ら
れ

る
た
め
か
遭
難
者
も
多
い
。

観
光
産
業
と
人
命
救
助

面
か
ら
エ
リ
ア
拡
大
を
。

�
田
企
画
課
長

本
市
内
山
間
部
に
は
、

携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な

い

｢

不
感
地
域｣

が
多
数

あ
る
。
特
に
防
災
対
策
上

の
観
点
か
ら
も
、
災
害
等

緊
急
時
の
通
信
手
段
と
し

て
必
要
で
あ
る
。
携
帯
電

話
事
業
者
へ
の
移
動
通
信

用
鉄
塔
施
設
の
自
主
整
備

の
要
望
も
含
め
て
、
通
信

手
段
の
確
保
に
向
け
た
調

査
研
究
を
進
め
る
。

な
お
、
当
面
の
防
災
対

策
用
と
し
て
、
来
年
度
に

衛
星
携
帯
電
話
の
設
置
関

連
予
算
を
要
望
し
て
い
る
。

大
石
綏
子
議
員

文
化
財
は
、
市
の
財
産

で
あ
る
。
そ
し
て
、
郷
土

の
歴
史
を
敬
愛
す
る
こ
と

は
郷
土
愛
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。

文
化
財
を
市
の
活
性
化

や
教
育
の
向
上
に
つ
な
げ

る
政
策
に
つ
い
て
、
現
状

と
今
後
の
保
護
、
文
化
財

の
生
か
し
方
等
、
所
見
を

問
う
。

原
教
育
長

改
正
さ
れ
る

｢

教
育
基

本
法
案｣

に
教
育
目
標
の

一
つ
と
し
て

｢

伝
統
と
文

化
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
は

ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と

郷
土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、

他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社

会
の
平
和
と
発
展
に
寄
与

す
る
態
度
を
養
う｣

こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
ほ
く
三
町
村
合
併
協

議
会
で
示
さ
れ
た

｢

ま
ち

づ
く
り
将
来
構
想｣

の
基

本
目
標
を
踏
ま
え
た
基
本

方
針
に
は

｢
豊
か
な
文
化

と
交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
を
視
点
の
一
つ
と
し
て

推
進
す
る｣

と
決
め
ら
れ

て
い
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
・
虐

待
と
厳
し
い
社
会
状
況
の

中
で
、
や
さ
し
い
心
や
思

い
や
り
の
心
を
育
て
る
た

め
に
、
正
し
い
歴
史
認
識

の
も
と
に
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
を
育
成
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

文
化
財
を
保
護
し
、
市

の
活
性
化
に
生
か
す
方
法

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に

考
え
た
い
。

大
石
綏
子
議
員

鏡
野
中
学
校
の
東
に
あ

る
山
田
城
址
は
、
山
城
遺

跡
で
あ
り
、
土
塁
な
ど
遺

跡
が
は
っ
き
り
と
残
っ
て

い
る
。

近
年
、
雑
木
や
竹
の
繁

殖
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
遺

跡
は
崩
壊
の
恐
れ
も
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
場
所
は
眺
望
も
よ

�
�
�
�
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�
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く
、
山
林
所
有
者
の
意
向

を
尊
重
し
た
上
で
、
市
民

の
森
と
し
て
環
境
整
備
を

行
い
史
跡
公
園
に
で
き
な

い
も
の
か
。

山
崎
生
涯
学
習
課
長

文
化
財
保
護
法
に
基
づ

き
、
文
化
財
の
所
有
者
及

び�

権
原

け
ん
げ
ん

に
基
づ
く
占
有
者

は
、
文
化
財
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
。
私
た
ち
は
文
化

財
の
重
要
性
を
深
く
認
識

し
、
そ
の
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

近
年
、
文
化
財
に
対
す

る
国
民
の
関
心
の
高
ま
り

と
と
も
に
、
よ
り
身
近
な

地
域
の
文
化
財
保
護
へ
の

自
治
体
の
役
割
は
、
重
要

さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。

今
後
は
、
財
政
上
の
問
題

は
あ
る
が
、
管
理
施
設
の

整
備
や
管
理
に
対
す
る
補

助
な
ど
を
研
究
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
田
城
址
を
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
、

比
与
森
光
俊
議
員

い
じ
め
問
題
が
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
児
童
・
生
徒
た
ち
に
、

い
じ
め
は
、
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と

の
教
育
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
教
育
方
針
を
問
う
。

学
校
生
活
に
お
け
る
、

人
間
関
係
を
知
る
た
め
の

教
職
員
の
対
応
を
問
う
。

い
じ
め
の
実
態
を
早
期

に
把
握
す
る
た
め
、
学
校

現
場
の
先
生
方
で
は
な
い

第
三
者
を
窓
口
と
し
た

｢

い
じ
め
一
一
〇
番｣

の

設
置
と
そ
の
対
応
を
問
う
。

福
島
教
育
次
長

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の

学
校
に
も
大
小
の
違
い
は

あ
る
に
し
ろ
、
起
こ
り
得

る
も
の
だ
。
現
に
い
じ
め

に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も

達
の
た
め
、
学
校
教
育
に

携
わ
る
全
て
の
関
係
者
一

人
ひ
と
り
が
改
め
て
こ
の

問
題
の
重
大
性
を
認
識
し

て
い
る
。
子
ど
も
の
さ
さ

や
か
な
訴
え
に
も
耳
を
傾

け
、
児
童
・
生
徒
の
生
活

実
態
に
つ
い
て
、
聞
取
り

調
査
・
質
問
紙
調
査
を
行

う
等
、
き
め
細
か
く
把
握

に
努
め
、
校
内
で
の
児
童
・

生
徒
の
悩
み
や
要
望
を
積

極
的
に
受
け
止
め
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
教
育
相

談
の
体
制
の
整
備
に
努
め

て
い
る
。｢

い
じ
め
一
一

〇
番｣

に
つ
い
て
は
、
ふ

れ
ん
ど
る
ー
む
を
窓
口
と

し
て
、
学
校
や
保
護
者
、

児
童
・
生
徒
か
ら
の
相
談

や
緊
急
連
絡
を
二
十
四
時

間
態
勢
で
対
応
に
当
た
り

必
要
に
応
じ
児
童
相
談
所
・

警
察
等
の
関
係
機
関
と
連

携
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

比
与
森
光
俊
議
員

介
護
予
防
健
康
遊
具
の

設
置
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
普
及
し
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

秦
山
公
園
に
七
種
類
の
健

康
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
利
用
者
増
加
の
た
め

の
広
報
活
動
は
、
ど
の
よ

う
に
行
な
わ
れ
た
か
。

健
康
遊
具
の
運
動
効
果

が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
計
画
し
て

い
な
い
が
、
関
係
者
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

�
…
他
人
の
土
地
を
使
用
す

る
た
め
の
地
上
権
・
賃

借
権
の
類

山田氏楠目城跡
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効
果
表
示
板
の
設
置
を
求

め
る
。
対
応
を
問
う
。

今
後
、
高
齢
者
が
足
を

運
ぶ
施
設
へ
の
遊
具
設
置

を
求
め
る
。
対
応
を
問
う
。

岡
本
健
康
づ
く
り
推
進
課
長

秦
山
公
園
子
ど
も
の
広

場
の
健
康
遊
具
に
関
し
て

は
、
こ
の
遊
具
だ
け
を
取

り
立
て
て
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と

は
今
ま
で
無
か
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
健
康
遊
具
に
は

使
用
方
法
の
表
示
は
あ
る

が
、
具
体
的
な
運
動
の
効

果
等
の
表
示
は
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
、
運
動
効
果

等
の
表
示
に
つ
い
て
は
管

理
担
当
課
と
も
協
議
し
て
、

利
用
実
態
等
を
勘
案
し
必

要
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

施
設
へ
の
健
康
遊
具
に

つ
い
て
、
現
在
の
財
政
状

況
で
は
取
り
組
む
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
今
後
一
定

の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
、

市
の
健
康
づ
く
り
施
設
の

前
田
泰
祐
議
員

本
市
の
発
展
に
は
、
就

労
の
場
を
市
内
に
確
保
し

て
、
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
事
が
不
可
欠
だ
。
特

に
山
間
部
の
住
民
は
、
雇

用
先
を
求
め
て
市
外
へ
と

流
出
す
る
た
め
、
集
落
は

衰
退
の
一
途
だ
。
救
済
対

策
と
し
て
、
市
発
注
事
業

は
市
内
事
業
者
を
優
先
し

て
、
雇
用
窓
口
を
市
内
に

拡
大
す
る
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
行
政
と
し
て

疲
弊
す
る
集
落
に
対
す
る

救
済
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

門
�
市
長

山
間
地
集
落
の
活
力
低

下
は
、
否
応
無
し
に
進
ん

で
い
る
の
が
現
実
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
。
そ
れ
に
対

す
る
有
効
な
対
策
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
見
出
せ

な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
今
後
益
々
衰
退
、

疲
弊
し
な
い
よ
う
に
行
政

と
し
て
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
努
力
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

充
実
が
図
れ
る
よ
う
に
構

想
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

運
動
は
、
遊
具
や
大
掛

か
り
な
器
具
を
用
い
な
く

て
も
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が

数
多
く
あ
り
、
身
近
で
手

軽
な
と
こ
ろ
か
ら
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
啓
発
に
努

め
た
い
。

健康遊具の効果は
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繁
藤
地
区
に
は
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅

団
地
や
工
業
団
地
も
造
成

さ
れ
て
い
る
が
十
分
に
活

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

残
念
で
あ
る
。

前
田
泰
祐
議
員

わ
か
ふ
じ
団
地
は
、
高

速
道
路
の
建
設
に
伴
う
堀

削
残
土
を
利
用
し
、
若
者

定
住
促
進
団
地
と
し
て
、

平
成
十
四
年
一
月
竣
工
、

十
五
年
八
月
に
分
譲
が
始

ま
っ
た
が
、
初
期
の
目
的

達
成
は
遠
く
感
じ
る
。
現

況
を
問
う
と
共
に
、
Ｐ
Ｒ

の
見
直
し
等
、
今
後
の
分

譲
に
関
し
ど
う
対
処
す
る

の
か
見
解
を
問
う
。

前
田
財
政
課
長

わ
か
ふ
じ
団
地
は
、
平

'
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